
 奈留高校では８月２２日から実質的な２学期がスタートしました。２
学期は登校日数が一番多く、１学期の取組を踏まえて、学習や部活動、
探究活動、生徒会活動など学校生活全般をいっそう充実させる時期です
。３年生の中には２学期で卒業後の進路が決まる人もいますし、運動部
の人は新人大会で日頃の成果を競うなど、勝負の時でもあります。ま
た、文化祭、合同体育大会、マラソン大会、２年生の修学旅行等重要
な行事も控えています。２学期始業式(開始式)では次のような話をしま
した。 

 戦国時代に１０カ国１２０万石を支配し、中国地方の覇者となった
毛利元就は、３人の息子に「１本なら簡単に折れてしまうが、３本束
ねれば簡単には折ることはできない。３本の矢のように３人が力を合
わせれば毛利は安泰なのだ」と説いて一家の結束を誓わせたという話
が残っています(実話ではないようです)。イソップ寓話にも「３本の
棒」という似たような話があります。どちらも、力を合わせること、
協力することの大切さを教えてくれるお話です。 

 英語には"Two heads are better than one.(直訳：２つの頭は１つの頭に勝る)"という
諺があります。日本の「３人寄れば文殊の知恵」に近いものです。どちらも「２人、もし
くは３人で考えた方がよい知恵が浮かぶ」という意味です。ただし、この場合、"two 
heads"や「３人」は前述の「矢」や「棒」のように同じものが３つ集まるのではなく、異
なる見方を持った人間が知恵を出し合うという点もポイントだと私は解釈しています。 

 もう一つ、ちょっと難しいものを紹介します。"Too many cooks spoil the broth(訳：
料理人が多すぎるとスープをダメにする)."という諺です。「みんなが同じ事をしようとす
ると結果はよいものにはならない。」ということを伝えています。日本語では「船頭多く
して船山に上る」がこれに相当すると言われます。こちらは、「指図する人が多過ぎると
かえって統率がとれず妙な方向に物事が進んで行く。」という意味です。集団の中では、
一人ひとりにそれぞれの役割があり、それを各自がしっかりと果たすことで全体として大
きな事を成し遂げることができるということであり、特に、リーダー的な人間だけではう
まくいかないということだろうと思います。 

 今回紹介した日英の諺の教訓を多少強引に言い換えてみると、「メンバーが団結するこ
とでチームはより強くなる。」「異なる視点を持つ人が集うからこそ突破口が見つかる
。」「一人ひとりがそれぞれの役割を果たすことが成功の鍵だ。」というところでしょう
か。行事の多い２学期です。また、学校も家庭も、そして社会も一種のチームです。これ
ら３つの教訓を頭に置いて２学期を過ごして欲しいと思っています。 

 ２日（金）文化祭会場設営・リハ―サル 

 ４日（日）文化祭 

 ５日（月）文化祭代休 

 ７日（水）体育大会結団式 

 ８日（木）有識者面接（３A） 

 ９日（金）環境整備作業 

１０日（土）対外模試（３B） 

１１日（日）対外模試（３B） 

１２日（月）NAPER週間（～１６） 

      環境整備作業予備日 

１４日（水）体育大会予行練習 

      そらあみ制作体験 

１５日（木）窓ふきデー 

１８日（日）小中高合同体育大会 

２０日（火）避難訓練 

２１日（水）第２回考査時間割発表 

      体育大会予備日、漢検② 

２２日（木）体育大会代休 

２８日（水）生徒会役員改選立会演説会・投票 

２９日（木）第２回考査（～10／４） 
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７月２３日（土）、奈留離島総合開発センターにて奈留高校吹奏楽部と奈留中学

校総合文化部合同による定期演奏会を実施しました。演奏会のテーマである『サザ

ンカ～All you have to do is Enjoy!!～』は、高校２年生の柏木さんによる発案

で、「サザンカの『困難に打ち克つ』という花言葉のように、部員全員で難しい曲

にも挑戦して素晴らしい演奏会にしたい」という願いが込められていたそうです。 

打楽器アンサンブルや２・３年生によるソロの演奏、高校１年生の管楽器・ドラ

ム演奏デビュー、中学生と奈留高校吹奏楽部OBの方を交えての吹奏楽曲の演奏な

ど、観客の方々に楽しんでいただけたプログラムになったと思います。ご来場いた

だいた皆さま、本当にありがとうございました。 



 ８月９日（火）、長崎原爆の日に平和学習を行いまし

た。今年度は、理科教員から放射線についての講義・演

習を行い、放射線への正しい理解と、核兵器の悲惨さを

学び、憲法第９条改正の是非を考える機会としました。 

また、生徒会により「奈留高平和宣言」を宣言しました。 

◎文化祭テーマ 「HERO～輝こう、自分のステージで～」 

日 時 ：令和４年９月４日（日）９：３０～ 

場 所 ：奈留高校体育館 

◎体育大会スローガン：「爽（そう）」 ※小中高合同（公民館との合同開催は中止） 

サブテーマ：～全力で楽しみ、みんなで協力し、地域の仲を深められる体育大会にしよう～ 

日 時 ：令和４年９月１８日（日）９：００～（午前のみ） 

場 所 ：奈留小中学校グラウンド 

 ８月３日（水）～５日（金）、大学進学を目指す５名が、自ら立てた計画のもと

学習を行う「強化学習会」を行いました。短期間ではありますが、全員が進路実現

に向けて己と向き合い、約７時間×3日間の合計約21時間を集中して取り組むこと

ができました。今後に向けて「覚悟を決める」大事な時間となりました。 

 8月１日（月）～２日（火）、奈留高校潮騒寮にて1年生を対象とした“English 

Day”を行いました。講師に奈留島在中のカナダ人Donald Cさんを迎え楽しく英語を

学びました。1日目は奈留高校ALTのPhoebe先生と、英語の歌やゲームで英語特有の

リズムと発音を練習し、2日目は「異文化理解」をテーマにセーシェル諸島とカナダ・

ハリファックス州について学びました。 

 ８月１日（月）早朝、３年生全員で奈留神社において、戦没者慰霊碑の清

掃ボランティアを行いました。台風接近のため非常に風が強く、落ち葉を集

めることには大変苦労しましたが、全員が心を込めて活動することができま

した。      

７月２６日（火）～２８日（木）、長崎の夢彩都でインターンシップに２年生８

名が参加しました。地下の食品売り場での実習でしたが、お客様への接客などを通

してコミュニケー

ションの大切さが改

めて確認できた、貴

重な体験となりまし

た。 

私にとっての人生の教科書である、「SLAM DUNK」と同じくらい好きなバ

スケット漫画に、「あひるの空」という作品があります。この中で、ある選手

が監督に課された厳しいメニューに対して、『これは誰の足だ 俺の足だ 誰

の意志で動く？俺の意志だ 走らされるな』と自分を戒めるシーンがありま

す。学習においても、部活動においても、教員から指示をうける場面が多々あ

るかもしれません。その時に、やらされていると感じるのか、自分の意志で

やっているのかで、その後の成長に大きく左右すると思います。これからの学

校生活で、きついこと、辛いことがまだまだあるかもしれませんが、ぜひ自分

の意志で足を動かしてみてください！！ 

 秋本 圭介 先生 


